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機密２

最上川下流､赤川大規模氾濫時の減災対策協議会 進捗状況

協議会

第１回 平成２８年５月３０日
・現状の把握

各機関の取組状況
を共有

洪水対応における課題
・減災のための目標設定
・「取組方針」の検討の進め方を決定

第２回 平成２８年８月２５日
・「取組方針」の策定

幹事会

第１回 平成２８年６月３０日
・各機関から今後の取組（案）を報告
・「取組方針」（案）の検討

第２回 平成２８年８月１日
・「取組方針」（案）の作成

第３～５回 平成２９年２、５、８月
・対策実施状況のとりまとめ
・県管理河川の追加 など

第３回 平成２９年５月３０日
・「取組方針」に基づく対策実施状況の確認
・県管理河川の追加

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

「最上川下流､赤川の目標・取組方針」 公表

第４回 平成２９年１１月２７日
・「取組方針」の変更（県管理河川を追加）
・要配慮者利用施設の避難確保計画
の作成推進の確認

第６回 平成２９年１０月１８日
・「取組方針」の変更（県管理河川を追加）
・要配慮者利用施設の避難確保計
画の作成推進の確認
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機密２

最上川下流、赤川大規模氾濫時の減災対策協議会 進捗状況

協議会 幹事会

第７回 平成３０年３月５日
・規約の改正（法定協議会への移行）・取組実施状況のとりまとめ
・危機管理型水位計設置予定・防災教育の促進 など

第５回 平成３０年６月１４日
・規約の改正（法定協議会への移行）
・取組実施状況の確認
・危機管理型水位計設置予定
・防災教育の促進 など

臨時 平成３０年８月２４日
【洪水ＨＭの周知について】
・西日本豪雨による水害について・洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの周知の課題
・各市町におけるＨＭ周知の取組

第８回 平成３１年３月６日
・取組実施状況のとりまとめ
・要配慮者利用施設避難確保計画講習会プロジェクトについて
・防災教育の促進
・最上川水系防災セミナーの開催について など

平
成
31
年
度
以
降

平
成
30
年
度

第６回 令和元年５月３１日
・取組実施状況のとりまとめ
・要配慮者利用施設避難確保計画講習会プロジェクトについて
・防災教育の促進
・最上川水系防災セミナーの開催について など

最上川水防災セミナー 令和元年５月１３日
【山形県内大規模氾濫時減災対策実行委員会】
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主な取組状況と今後の予定
【県管理区間】

資料１－２

令和元年５月３１日

第6回最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会
鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町

山形県、山形地方気象台、国土交通省東北地方整備局

第4回山形県二級河川大規模氾濫時の減災対策協議会
鶴岡市、酒田市、遊佐町、山形県、山形地方気象台11



具体的な取組
○庄内地区の県管理河川のうち、洪水予報河川及び水位
周知河川（２３河川）について洪水浸水想定区域図を
策定し公表する。
※昨年７月の西日本豪雨災害を踏まえ、最上川下流・

赤川第５回協議会および山形県二級河川第３回協議
会で示したスケジュールを前倒しして実施すること
としました。

※青文字河川：H29.4策定・公表済み（ 3河川）
※赤文字河川：H30.4策定・公表済み（ 5河川）
※紫文字河川：H31.3策定・公表済み（10河川）
※緑文字河川：R01年度内策定・公表予定

（ 5河川）

○想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表。

最上川流域
京田川、藤島川、黒瀬川、立谷沢川、

相沢川、田沢川、小牧川

赤川流域
大山川、湯尻川、青竜寺川、内川、赤

川、倉沢川

二級河川

新井田川、月光川、庄内高瀬川、日向

川、荒瀬川、三瀬川、五十川、温海川、

庄内小国川、鼠ヶ関川

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成推進

2

日向川

大山川

黒瀬川

藤島川

相沢川

新井田川

内川

赤川

三瀬川

京田川

庄内高瀬川 月光川

荒瀬川

小牧川

青龍寺川

湯尻川

五十川

温海川

庄内小国川

鼠ヶ関川

倉沢川

立谷沢川

田沢川

洪水予報河川・水位周知河川位置図

洪水予報河川【庄内地区県管理河川】  ２河川

水位周知河川【庄内地区県管理河川】２１河川

河川名着色凡例

H29.4公表

H30.4公表

H31.3公表

R1年度内公表予定12



具体的な取組
○庄内地区の県管理河川のうち、洪水予報河川及び水位周知河川（２３河川）についてタイムラインの作成を
推進する。
・平成30年度末までに大山川（洪水予報河川）のタイムラインを作成
・令和元年度に残り２２河川のタイムラインを作成予定
・参考として、危機管理型水位計のタイムラインの作成を検討

○洪水予報河川・水位周知河川についてタイムラインの作成を推進する。

タイムラインの作成推進

3
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県では、主に下記の条件により設置箇所を選定
・ 既存水位計の受持ち区間の延長が長いことから既存水位計の補完が必要な河川
・ 役場等重要施設が近接する河川
・ ＤＩＤ地区（市街地）等を貫流する河川
・ 直轄の背水対策に課題のある河川（下流の直轄区間の水位の影響を受けて水位が上昇する河川）
・ その他、河川管理者が水位把握が必要と判断した河川

総合支庁 設置対象河川

村山

本庁舎
新堀川 犬川 龍山川 荒町川 河原期川 摺鉢沢川

本沢川 後明沢川 蔵王川 生居川 樽川

西庁舎 月布川 古佐川 法師川

北庁舎 富並川 大沢川

置賜
本庁舎 羽黒川 鬼面川 黒川 大樽川 蛭川 和田川

西庁舎 置賜野川 荒川③

最上 最上小国川 升形川② 泉田川② 角川 中の川

庄内
立谷沢川 相沢川 田沢川 京田川③ 藤島川② 黒瀬川

青竜寺川 大山川③ 荒瀬川 庄内小国川 今野川 幸福川

危機管理型水位計の設置河川

※青文字の河川は、既存水位計が設置されている河川
※河川名の後に示した数は、複数設置する河川の設置基数

◎ H30.11に設置が完了し、H31.4から本格運用開始

具体的な設置箇所
・ 県 全 体：４１河川 ５０箇所（このうち新規設置河川数：２０河川 ２０箇所）
・ 庄 内 地 域：１２河川 １７箇所（このうち新規設置河川数： ２河川 ２箇所）

危機管理型水位計の設置河川の選定（当初50基分）
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危機管理型水位計の追加設置河川

※青文字の河川は、既存水位計の受け持ち区間内に設置する河川
※緑文字の河川は、当初設置分の危機管理型水位計の設置河川に追加する河川
※河川名の後に示した数は、複数設置する河川の設置基数

◎ H31.3.27に設置を完了し、H31.4から本格運用開始

昨年８月に本県で発生した記録的な豪雨災害を受け、H30.9.28に市町村の設置要望について照会を行い、下記
の箇所を追加設置箇所として選定
・ H25以降に家屋の浸水被害が発生した箇所
・ H25以降に浸水が発生し、「既存水位計」「設置済みの危機管理型水位計」での対応が困難であり、追加設
置が必要と判断した箇所

・ 直轄のゲート操作や河川の整備状況等から、河川管理者として設置が必要と判断した箇所

総合支庁 設置対象河川

村山

本庁舎
逆川 村山高瀬川 坂巻川 野呂川 思川 倉津川

不動沢川

西庁舎 熊野川 槙川 朝日川 送橋川

北庁舎 小野尻川 銀山川

置賜
本庁舎 吉野川 和田川

西庁舎 田沢川 貝生川 小鮎貝川

最上
指首野川 最上白川 絹出川 松橋川 鮭川 銅山川

曲川② 最上内川 角間沢川 濁沢川

庄内 内川 藤島川 五十川 庄内小国川 日向川 青竜寺川

具体的な設置箇所
・ 県 全 体：３４河川 ３５箇所（このうち新規設置河川数：２４河川 ２５箇所）
・庄 内 地 域： ６河川 ６箇所（このうち新規設置河川数： １河川 １箇所）

危機管理型水位計の設置河川の選定（追加35基分）
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危機管理型水位計の設置箇所位置図
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危機管理型水位計の活用方法

7

インターネットに接続し、「河川情報センター」のサイトにアクセスすると下記のページが表示されます。
http://www.river.or.jp/

拡大すると

ここをクリック
すると

次ページに続く
17



危機管理型水位計の活用方法

8

青色は監視モード

平常水位であること
を示している

橙色は観測モード

観測開始水位を超
過している

観測所をクリックす
ると

観測地点の横断図に各設定水位が入力された横断図が表示されます。各
水位は、氾濫開始水位からのマイナス値で表示されます。

この水位を超えると観
測を開始します。

この水位を超えると、近隣で氾濫が発
生している可能性があります。

氾濫の危険が迫っていま
す。命を守る行動をとっ
て下さい。

ここをクリックす
ると表示を変えら
れます

8
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危機管理型水位計の活用方法

9

不明な点等は、下記まで問い合わせ願います。

山形県県土整備部河川課 河川管理担当
電話：０２３－６３０－２６１９

E-mail：ykasen@pref.yamagata.jp

○危機管理型水位計の活用
・水位計の観測水位は、市町村が避難勧告等を発令する目安として活用
・河川の近くにお住まいの方や要配慮者利用施設の施設管理者は、避難判断の目安として活用
・R1年度末までに、山形県河川砂防情報システムでも危機管理型水位計の水位データの閲覧等が
できるようにシステムの改修を予定
※横断図には表示されませんが、避難判断水位の目安となる水位に関する資料を、H31.1.11及
びH31年4月25日付けの事務連絡により各市町に送付しています。
※現在設定されている水位は、近隣河川の観測データ等を基に設定した水位であり、今後、洪
水時の観測データを蓄積し、水位の見直しを行います。
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